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目的：今回我々は Gd-EOB-DTPA 投与 20 分後の肝細胞造影相にて低信号を呈した非多血性
肝細胞結節の血流の経時的変化を観察し、多血性変化と結節内の血液供給の状況との関係を
評価した。 
 
方法：対象は EOB-MRI 肝細胞造影相にて低信号かつ同時期に施行した肝動脈造影下 CT
（CTHA）にて非多血性を呈し、経過観察可能であった 33 症例、69 結節である。対象の 69
結節を CTHA/経動脈性門脈造影下 CT（CTAP）の所見に従い、周囲の肝臓組織と比較して等
吸収の場合を「iso」、低吸収の場合を「hypo」として、iso/ iso（A群）、hypo/ iso（B群）、iso 
/ hypo（C群）、及び hypo/ hypo（D群）の 4群に分類した。その後の血流の変化は、ダイナ
ミック CT / MRIまたは CTHA/ CTAPを用いて 3~6ヶ月毎に観察した。 
 
結果：平均腫瘍径は 11.0±5.7（中央値 10）mm、平均観察期間は 44.5±17.2（中央値 48）週
であった。A 群 28 結節（40.6％）、B 群 19 結節（27.5％）、C 群 14 結節（20.3％）、D 群 8
結節（11.6％）で、各群の 52週での累積多血化率は、A群 0.0％、B群 29.7％、C 群 61.5％、
及び D 群 55.0％であった。EOB-MRI 肝細胞造影相にて低信号を呈する非多血性肝細胞結節
の多血化の要因を単変量解析したところ、CTHA低吸収、CTAP低吸収、腫瘍径 10mm以上
が有意であった。Cox 比例ハザードモデルによる多変量解析では、CTHA 低吸収、CTAP 低
吸収が多血化のための有意な変数であることが示された。EOB-MRI肝細胞造影相にて低信号
を呈する非多血性肝細胞結節の多血化予測に関して、腫瘍径10mm以上、CTHA低吸収、CTAP
低吸収の陽性的中率はそれぞれ 0.70、0.44、0.59。感度は 0.7、0.60、0.65、特異度はそれぞ
れ 0.53、 0.69、 0.82であった。 
 
結論：EOB-MRI肝細胞造影相にて低信号を呈する非多血性肝細胞結節のうち、動脈血流ある
いは門脈血流が低下している場合、短期間で多血性の典型的肝細胞癌に進展する可能性があ
る。 
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